









Summary: This study explores the principles of macroeconomics that we should learn as general 
education．In reference to Voluntary National Content Standards (NCEE), introductory core 
concepts in the field of macroeconomics are “money”, “interest rates”, “economic fluctuations”, 
“unemployment”, “inflation” and “fiscal and monetary policy”. In more detail, the introductory 
core concepts are consisted of “15 items”. Particularly, GDP which explain economic fluctuations, 
principle of effective demand, the employment (unemployment), fiscal policy and monetary policy 



















学会」でさまざまな議論が行われた（Colander（2000）, Kennedy（2000）, Parkin（2000）, Hansen, 
Salemi, and Siegfried（2000）, Taylor（2000）, Case（2002）など）。その中で、Hansen, Salemi, and 
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教養教育として学ぶマクロ経済学の基礎概念


























































































Hansen, Salemi, and Siegfried（2000）は、「費用と便益を述べながら起きた結果を説明する議論





















ロ経済学のプリンシパルは“経済活動の循環フロー（The Circular Flow of Economic Activity）”の













































スタンダード（第一版）は、 20の standard から構成されるが、 Hansen, Salemi, and Siegfried
（2000） は、以下の５つに分類した。（p. 465, Table１）
１. 経済的リテラシー（Economic Literacy）１～８ ８standards
２. 市場（Market）（7）, （8）,  9 ３standards
３. 生産要素（Factors of Production）13～15 ３standards
４. マクロ経済学（Macroeconomics）11, 12, 18～20 ５standards
５. 政府と経済制度（Government and Economic Institutions）10, 16, 17 ３standards
経済リテラシーと市場において standard の重複があるが、そのことは、ミクロ経済学の内容の
多くを、経済リテラシーの中に入れて考えていることによるものである。他方で、マクロ経済学の
内容は、11, 12, 18～20の５つの standard により構成されるとしている。同様の整理は、マクロ経
済学に焦点を絞り、塚本（2014）でもスタンダード（第二版）について示したが、第一版と第二
版との間では benchmark レベルでの変更がある程度で、枠組みの変更はない。そのことから、以
下では、Hansen, Salemi, and Siegfried にしたがい、マクロ経済学の内容について、11, 12, 18～20











































に関して議論を展開しているHansen, Salemi, and Siegfried（2000）は、追加的科目である “後半の







































がある。Hansen, Salemi, and Siegfried（2000）も、実質利子率の消費需要、投資需要との関連に
ついては、“後半の初級コース” にまわすとしても、実質利子率の概念は、経済リテラシーとして 




















業率、失業の原因、失業・インフレーションがもたらす損失（【standard 11】の３. ４. と
【standard 19】の１. ２. ３. ４.）
などの項目が上げられる。さらに、これらの理解に前提となる（高等学校までに学んでいる）経済
的リテラシーとして、
・　貨幣の機能、利子率の定義、利子率の決定（【standard 11】の１. と【standard 12】の１. ２.）
がある。
次に、２）政府の活動と政策を捉える観点で述べた、財政金融政策を理解するという観点からは、
・　財政政策の手段と短期的効果、政府予算、金融政策の短期的効果（【standard 20】の1. 2. 4.）
などの項目が上げられる。
これらを合わせると、表１．の20項目のうち、【standard 11】の２. 貨幣の定義と信用創造、
【standard 12】の３. 実質利子率と総需要の関係、４. 実質利子率の性質と現在価値の考え方、
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